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　情報量が飛躍的に増大していく現代の情
報通信社会において、情報の流れを支える
光ネットワークの技術はその根幹をなすも
のとなっている。未来の情報通信のよりよ
い持続発展を可能とするため、その根幹で
ある光ネットワークに関わる技術開発を
行っているのが、NICTの光ネットワーク
研究所である。同研究所の３つの研究室の
ひとつ、ネットワークアーキテクチャ研究
室は、中でも、新世代のネットワークを考
えるうえでの方向性を示すこととなるアー
キテクチャをテーマとして研究を行ってい
る。原井洋明研究室長にお話を伺った。

■「ネットワークアーキテクチャ」
	 の考え方

──まずは、ネットワークアーキテクチャ
研究室のテーマであり、研究室名でもある、
「ネットワークアーキテクチャ」とはそも
そも何なのか、というところからお伺いで
きればと思います。

原井　アーキテクチャとは、「構成」「構造」
という意味です。一言で言えば、「どのよ
うなネットワークを作ればよいのか、その
方向性を示すもの」ということになると思
います。現在、ネットワークについて考え
るうえで、光通信の技術、そして移動体の
技術は重要な鍵となっています。そのよう
な中で、より望ましいネットワークの在り
ようをまとめていくことが、我々の使命です。
　「ネットワークアーキテクチャ研究室」
は、組織としては光ネットワーク研究所に
属していますが、その一方で、多くの研究
者は、新世代のネットワークを考えるネッ
トワークシステム総合研究室にも属してお
り、光とモバイルのネットワークをどうう

まく作っていくか、ということの検討を行っ
ています。

■大きな進化の過程にある
	 ネットワーク

──研究のテーマは、光ネットワークのみ
に限らないということですね。

原井　その通りです。ネットワークの根幹
部分は、その高速性、省エネ性からも光を
使って構築するのが望ましいのですが、そ
れだけではネットワークは作れません。ユー
ザーに近い末端部分は、利便性を考えれば、
モバイルの技術がより大きな意味を持って
きます。したがって、「光とモバイル」、こ
の２つの技術をどのようにうまく繋ぎ、ま
とめていくかが重要です。
　FTTH（ファイバー・トゥ・ザ・ホーム）
と言われるように、いまや、各家庭まで光
回線が届くようになってきました。個々の
家庭でも、大容量・高速の通信が可能に
なったわけです。しかし、「家にいながら
にして」だけではなく、そこから一歩外に
出たときにも、高度なネットワークへのス
ムーズな接続を可能にしたいと考えていま
す。
　また、現在の主流であるインターネット
の通信プロトコルは IPv4ですが、その後
継仕様である、アドレスを128ビットの固
有番号で表現する IPv6への移行も始まっ
ています。このため、これからの時期は、
違う通信方式が混在する状態も出てくるわ
けで、そのような場合でもうまくネットワー
クがつながり、機能していくということも
考えなければなりません。

Interview

原井 洋明（はらい ひろあき）

光ネットワーク研究所
ネットワークアーキテクチャ研究室
室長

大学院博士課程修了後、1998年通信総合
研究所（現 NICT）に入所。光ネットワー 
ク、新世代ネットワークなどに関する研
究とマネジメントに従事。博士（工学）。

ネットワークをつくる

持続発展可能な
未来のネットワークのかたちを考える

N e t w o r k  A r c h it e c t u r e
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図1	 将来ネットワークに関するITU-T勧告Y.3001における4つの目標と12個の設計目標

■将来ネットワークの目的と設計目標

──ネットワークアーキテクチャ研究室の
研究開発のターゲットとは、どういったも
のなのですか。

原井　 国際電気通信連合（ITU）におい
て、将来ネットワークの目的と設計目標に
関する勧告、「ITU-T 勧告 Y.3001」がまと
められました。成立には我々NICTも大き
く関わっているのですが、この Y.3001で
は、将来ネットワークについて、具体的に
4つの目的と12の設計目標を掲げています

（図1）。
　その4つの目的とは、
1.サービス指向（Service awareness）
2.データ指向（Data awareness）
3.環境指向（Environmental awareness）
4.社会経済的観点（Social and economic 
　awareness）

です。その4つの目的に関連して、更に細
かく12の設計目標があるのですが、その
12のうち「ネットワーク管理（Network 
Management）」「移動（Mobility）」「信頼
性と安全性（Reliability and Security）」「エ
ネルギー消費量（Energy Consumption）」

「 識別（Identification）」などが、特にネッ
トワークアーキテクチャ研究室の研究開発
ターゲット（図2）に大きく関わってくる
部分です。もちろん、互いが密接に関係し
あっているので、それ以外の設計目標も無
関係というわけではありません。

■トラフィックの更なる増大に備える

──具体的な研究項目には、どのようなも
のがあるのでしょうか。

原井　ひとつは、光パケット・光パスネッ
トワークサービス基盤技術の研究開発で

す。現在のネットワークインフラは、様々
な課題を抱えています。例えば電子的処理
の速度限界や、エネルギー消費の問題で
す。トラフィックの増大によって、この
まま技術革新が図られない場合、通信分
野における消費電力は、2005年に比べて
2020年には倍以上になるとも予測されて
います。
　ネットワークは、様々な場所で様々な
ユーザーが様々なサービスを利用します。
しかし、個別の利用シーンに対応するには、
大勢で相乗り使用で状況により品質が変動
するパケットと、回線を占有できるパスの
使用を状況に応じて柔軟に変更できるサー
ビスがないこと、また、光－電気信号変換
を含むことによって、光の広帯域性の強み
を活かせていないことなどの問題がありま
す。このように、電気のネットワークと光
のネットワークとの一体化が十分に行われ
ているとは言い難いのが現状です。

ネットワークをつくる
N e t w o r k  A r c h it e c t u r e
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図2 	 ネットワークアーキテクチャ研究室の研究開発ターゲット

図3 	 光パケット・光パスの統合ネットワーク

　こうした課題を解決するものとして研究
開発が進められているのが、光パケット・
光パスの統合ネットワーク技術です（図3）。
　たとえば、我々が光ネットワーク研究所
フォトニックネットワーク研究室と共同開
発した光パケット・光パス統合ノード装置
は、100Gbps 光パケットと光パスの交換
機能を、世界で初めて統合実装したもので、
光パケットと光パスの安定したサービスの
提供を可能にしており、大幅なエネルギー
効率化も見込めます。現在、この光パケッ
ト・光パス統合ノード装置は、我々の実験
網の中に設置され稼動しています。

■2020年の未来社会を支える技術を

──ネットワークの接続管理に関しても研
究を進めていますね。

原井　はい、高可用ネットワークの自律管
理機構の研究開発が、もうひとつの大きな
研究項目です。
　これは、現在のインターネットが抱える
問題、輻輳や障害への対応が不十分である
こと、ネットワークの横断的管理や規模変
動への対応が困難であることなどが理由で、
通信機器から端末までのロケータ（位置情
報）自動割当及び経路自動設定の手法がな
いことなどへの対応を図るものです。
　そのための具体的な技術開発の例が、階
層型自動ロケータ番号割当機構「HANA」

や、ID・ロケータ分離機構「HIMALIS」です。
「HANA」は、ネットワーク障害や輻輳へ
の迅速な対応を実現するために、複数の
ネットワークに接続するマルチホームを導
入しやすいよう、自動かつ階層的にロケー
タ番号を割り当てる技術です。複数の経路
を確保することで冗長性を向上する考え自
体は特に新しいものではありませんが、
HANAはそれを自動で行い、常時複数経路
を可能にしているのが特色です。現在は、
この仕組みを市販のルータなどに組み込み、
検証実験を進めています。
　また、異種ネットワーク間通信や端末
のネットワーク間移動を容易にするため

に、ID と ロ ケ ー タ の 分 離 を 図 っ た の が
「HIMALIS」です。現在の技術ではひとつ
の端末が、違うネットワークに移動した際
には、ID も別のものになり接続が切れて
しまいます。ID とロケータを分離するこ
とで、接続が途切れることがない、スムー
ズな移動を可能にするのです。
　光パケット・光パスも含め、こうした開
発は漠然と将来を目指すということでは
なく、「2020年の未来社会を支えるネット
ワークをつくる」という目標を掲げていま
す。近い将来の実用化に足る、使える技術
が我々の研究テーマです。
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光パケット・光パス統合ノード装置
多様な通信サービスを提供する大容量・低消費電力な光ネットワークの実現

ファイバは高速かつ長距離な信号伝
送が可能という優れた特性を持つゆ

え、今や世界中に張り巡らされており、巨
大な光ネットワークが構築されています。
NICTでは、新世代の光ネットワークの形
として、多様な通信サービスを提供可能で、
現状よりも更に大容量・低消費電力な光パ
ケット・光パス統合ネットワークを提案し
ています。ここでは、その実現の鍵となる、
光交換処理技術を駆使した光パケット・光
パス統合ノード装置を紹介します。

■背景

　低エネルギー社会の実現などの社会的な
課題の解決に向けて、情報通信技術の利活
用が世界的に進んでいます。この動きに伴
い、インターネットや移動通信網を流れる
データ量は増大を続けており、それらのデー
タを収容する光ネットワークでは、消費電
力を抑制しつつ通信容量を増加させること
が求められています。また、様々なコンテ
ンツが流通することが想定され、ベストエ

フォート型で小容量のデータ通信（例えば、
Web閲覧やメール交換、センサ情報収集等）
から、高品質で大容量のデータ通信（例え
ば、デジタルシネマ配信、遠隔医療等）ま
で、多様な形態のデータ通信を提供できる
機構が求められます。
　しかし、現在の光ネットワークは、光分
岐／挿入装置により提供される光パスを使
用した場合、高い通信品質を与える一方で
通信路を占有し通信路切替に時間がかかる
という課題があり、このため、電子ルータ
を用いて、通信路共有で資源効率が良く柔
軟なサービス提供が可能なパケット交換が
併用されています。しかし、電子ルータに
よる交換処理は消費電力の増大を引き起こ
してしまいます。そこで我々は、多様な通
信サービスを可能とするためにパス交換・
パケット交換の両方式を提供し、データ部
分を電気信号に変換することなく光交換す
る技術を導入して大容量化・低消費電力化
を実現する、「光パケット・光パス統合ネッ
トワーク（以下、光統合ネットワーク）」
を提案しています。

古川 英昭（ふるかわ ひであき）

光ネットワーク研究所 
ネットワークアーキテクチャ研究室 
主任研究員
大学院博士課程修了後、2005年 NICT に入
所。フォトニックネットワークに関わる研
究、AKARIアーキテクチャ設計プロジェク
トなどに従事。博士（工学）。

ネットワークをつくる
N e t w o r k  A r c h it e c t u r e

光

図1	 開発した光パケット・光パス統合ノード
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図2	 光バッファを備えた光パケットスイッチ

図3	 インターネットアクセス可能な光パケット・光パス統合ネットワークのテストベッド

■光パケット・光パス統合ノード

　光統合ネットワークでは、光パケット交
換用と光パス交換用にそれぞれ別の波長帯
域を割り当てており、波長多重技術により
両交換方式を共存させています。我々は、
これまで開発した光パケット信号に対応可
能な最先端光技術を実装した機器を活か
し、光パケット交換と光パス交換を同時に
実現する「光パケット・光パス統合ノード
装置（以下、光統合ノード）」を世界で初
めて開発しました（図1）。
　光統合ノードはリングネットワーク用
に開発されており、主に、光パケットス
イッチ、光分岐／挿入装置（波長資源調整
装置と光パススイッチを兼用）、光パケッ
ト送受信器、光パス送受信器、光パケッ
ト・光パス統合制御装置から構成されます

（図1）。光分岐／挿入装置を用いて、光パ
ケットと光パスを分離しており、サービス
量に応じて両交換方式に割り当てる波長数
を変更することができます。クライアント
側ネットワークとのインターフェースは、
10ギガビットイーサネットになっており、
光パケット送受信器で100Gbps 光パケッ
トと、光パス送受信器で10Gbps光パスと

フォーマット変換されます。リングネット
ワークでは、光パケットと光パスが同一ファ
イバ内で伝送され、統合制御装置の指令に
より、任意のノードで光パケットや光パス
を終端します。

■光バッファを備えた
	 光パケットスイッチ

　今回、光パケットスイッチには、異なる
ポートから入力してきた光パケットが同
タイミングで同一ポートに出力される際
に発生するパケット衝突を回避するため
に、光バッファを新たに実装しました。光
パケットスイッチは半導体光増幅器(SOA: 
Semiconductor Optical Amplifier)光スイッ
チ、スイッチコントローラ、光ファイバ遅
延線、バーストモード光増幅器から構成さ
れます（図2）。衝突回避のため、スイッ

チコントローラは、光パケットごとに衝突
の回避に必要な遅延量を計算し、その後、
転送先の出力ポートに設置された光バッ
ファの SOA 光スイッチに対して制御信号
を送り、算出された遅延量を与える光ファ
イバ遅延線に光パケットが転送されるよう
にします。衝突の可能性のある光パケット
は、それぞれ最適な長さの光ファイバ遅延
線に転送されることで異なる出力タイミン
グとなり、出力ポートにおける衝突が回避
されます。上記の動作実証試験を行い、光
バッファによる光パケット間で衝突が回避
されることを確認しました。

■テストベッドネットワークの構築と
インターネットアクセス利用

　光統合ノードの安定動作を示しつつ、改
善を通じて安定化に寄与するために、イン
ターネットへ接続するアクセス回線と実験
室ネットワークの間に、光統合ネットワー
クのテストベッドを敷設しました（図3）。
テストベッドネットワークは、3台の光統
合ノードと JGN-X の大手町－小金井間の
ダークファイバを用いて構築されていま
す。実験室の端末と外部サーバ等の通信時
に光パケットによりデータを運ぶ実験を継
続的に行っており、そのトラフィックを計
測しています。
　今後、光統合ネットワークの実用化に向
けて、テストベッドネットワーク上での様々
な試験を通じて、ネットワーク運用が可能
なレベルまで技術力を高めて参ります。
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図1	 ID通信基盤

ットワークアーキテクチャ研究室で
は、現在のIPアドレスに基づいた通

信に比べて優れた機能をもつ、識別子（ID）
に基づいた通信を行うHIMALIS (Hetero-
geneity Inclusion and Mobility Adaptation 
through Locator ID Separation)と呼ぶ新し
いネットワーク構造を開発しています。本
稿では、IDベース通信、HIMALISネットワー
クの構成要素や特徴、実装、テストベッド、
そして関連する標準化活動について概観し
ます。

■IDベース通信

　将来の情報社会では、ユーザが、どこか
らでも、どんな端末でも、どんなタイプの
ネットワーク間を移動しても、進行中の通
信サービスが途切れることなく安全に通信
を行えることが求められます。現在のイン
ターネットでは、ネットワークの位置情報

（IPアドレス）に基づいて通信していますが、

IPv4と IPv6のネットワークは、IP アドレ
スに互換性がないため、相互運用ができま
せん。ID ベース通信では、このような異
種ネットワーク間の相互接続が可能です。
ID ベース通信は ITU-T の研究委員会 SG13
でも議論されてきており、NICTはY.3031
の「将来ネットワークにおける ID 構造」
等の勧告に積極的に貢献してきています。
　図1は、IDベース通信の構造を示します。
ID ベース通信は様々なモノへの ID の割当
て・消去、ID解決、制御、IDからネットワー
ク経路へのマッピングという機能を有しま
す。

■HIMALISネットワークの構成要素

　HIMALIS は、ID ベース通信を代表する
アーキテクチャです。デバイスごとに唯一
の端末名と ID が割り当てられ、ID はネッ
トワークをまたがった通信を安全に、シー
ムレスに切り替えるほか、識別子、検索・
認証にも使われます。
　HIMALIS は、ユーザ端末がつながるア
クセスネットワークと、それらをゲートウェ
イを介してつなぐトランジットネットワー
クの2つのタイプのネットワークから成り
ます（図2）。HIMALIS のネットワークに
おけるアクセスネットワークでは IPv4や
6LoWPAN（低消費電力センサーデバイス
用のIPv6）、トランジットネットワークで
は IPv6というように異なる通信方式を使
うことが可能です。ユーザ端末の他、アク
セスネットワークは、認証エージェントや
名前解決エージェントのようなものも収容
可能です。トランジットネットワークには、
端末名やID、ロケータ（アドレス）、セキュ
リティのパラメータ間のマッピングを保存
する名前解決レジストリがあります。ある
センサーからデータを入手する場合には、
モバイル端末はまずセンサーのIDとロケー
タを名前解決レジストリに質問し、センサー

ID・ロケータ分離ネットワーク
IDに基づいた通信を行う将来のネットワーク

Ved P. Kafle（ベド カフレ）

光ネットワーク研究所
ネットワークアーキテクチャ研究室
主任研究員

大学院博士課程修了後、2006 年 NICT に
入所。現在、新世代ネットワークの設計、
実装、評価に基づく研究開発及び標準化
に従事。

ネットワークをつくる
N e t w o r k  A r c h it e c t u r e

ネ
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図2	 HIMALIS ネットワークの構成要素

を認証し、end-to-endのセキュアなIDベー
ス通信のセッションをアプリケーションレ
イヤで確立します。ネットワークのレイヤ
の中では、通信は異なったロケータに基づ
いた方法（IPv4やIPv6）で行われます。ゲー
トウェイはネットワークプロトコルの変換
を行います。
　HIMALISではAPI (Application Program-
ming Interfaces) を提供しています。これ
は、パラメータリストで ID が IP アドレス
の代わりに使われている他は、既存のソケッ
トAPIと名前やフォーマットが類似してい
て、また、TCP と UDP のサービスを両方
サポートします。このため、ソケットプロ
グラミング経験があれば、HIMALIS のア
プリケーション開発を容易に行うことがで
きます。

■実装とテストベッド

　我々は、Linux Ubuntu 上で HIMALIS の
ネットワークを構築し、異種ネットワーク
において、HIMALIS の ID ベース通信のパ

フォーマンスを評価する実験を行いまし
た。モバイル端末がファイルをダウンロー
ド中に IPv4から IPv6のネットワークに移
動しても、シームレスな切替え（ハンドオー
バー）により、ダウンロードは途切れませ
んでした（図3）。
　HIMALIS の 性 能 を 検 証 し た 結 果、
HIMALIS の end-to-end の ス ル ー プ ッ ト

（単位時間あたりのデータ交換量）と遅延
は、現状のインターネットと、ほぼ遜色が
ないことがわかりました。それに加え、
HIMALIS には可動性、異種ネットワーク
間の相互運用性、信頼性強化、セキュリ
ティ、通信のフレキシビリティなどの特色
があります。
　NICT では、HIMALIS の技術に関し、セ
ンサーデバイス、実体のコンピュータ、バー
チャルマシンなど異なった環境における機
能や性能を研究できるよう３種類のテスト
ベッドを用意しています。センサーデバイ
スについては、各種センサーやタブレット
などに HIMALIS をインストールすること
で構築可能で、JOSE テストベッドにも導

入されています。JOSE テストベッドは、
多数の無線センサー、クラウドストレー
ジ、計算資源から成る大規模ICTサービス
プラットフォームで、日本国内及び国際的
な共同研究で利用が可能です。
　また、NICTが開発したソフトウェアパッ
ケージを用いればホストとゲートウェイか
ら成る WiFi と Ethernet で相互に通信がで
きる HIMALIS ネットワークが構築可能で
す。ユーザの構内で構築したHIMALISネッ
トワークをインターネット経由で別のネッ
トワーク（既存のNICT小金井でのネット
ワークなど）と接続して様々な実験を行
うことができます。また、１つのPCに複
数のバーチャルマシンを構築し、それら
に HIMALIS のソフトをインストールする
こともできます。1つのPCの中に2つから
3つのHIMALISアクセスネットワークを設
定してHIMALISの異種ネットワーク通信、
可動性、故障回復などについて学ぶことが
できます。
　このテストベッドのソフトウェアを、興
味をお持ちのユーザ（大学教授、研究者、
学生等）に配布しており、NICT との共同
研究のみならず、研究開発・教育目的でご
利用いただけます。

■標準化と将来ネットワーク

　ID 通信の標準化が ITU-T の SG13で進行
中であり、HIMALIS の名前解決レジスト
リの構造と過程は、そこで規定されたもの
に準拠しています。
　今後、我々は HIMALIS の技術要素を、
将来の ICT ビジネスやサービスに革命を
起こすであろうIoT (Internet of Things)や
M2M (Machine to Machine) のアプリケー
ションに適用したいと考えています。

図3	 異種通信方式アクセスネットワークでのシームレ
スなハンドオーバー中の移動端末の受信パケット
端末はIPv4のネットワークに無線接続したままIPv6ネッ
トワークへのハンドオーバーのプロセスを開始し、そ
の後IPv6ロケータの割当て、認証、位置情報の更新を
行う。ハンドオーバーのプロセスの間、端末は対応す
る位置情報がIPv6に更新されるまでIPv4ネットワーク
からパケットの受信を続ける。ハンドオーバーの間の
パケットの損失を避けるために、いくつかのパケット
は位置情報の更新後もIPv4ネットワークからIPv6ネッ
トワークに転送される。



8 NICT NEWS  AUG  2015

図1	 HANA対応L3スイッチを利用した企業網のIPアドレス設定例

ネットワーク自動構築技術HANAをSDNに適用
SDNネットワークのアドレス設定を自動化し、
人為的な設定ミスを防ぐとともに、迅速なサービス提供を実現

ットワークアーキテクチャ研究室
では、自動的にアドレスを割り当

てる技術としてHierarchical Automatic 
Number Allocation（HANA）を研究開発
してきました。ネットワーク機器をコン
トローラにより集中制御できるSoftware 
Defined Network（SDN）ネットワーク
にHANAを適用することで、迅速なSDN
ネットワーク提供を実現します。

■背景

　Software Defined Network （SDN）は 通
信の制御方法をソフトウェアで定義するこ
とで、SDNコントローラによりネットワー
ク全体の機器の集中制御を可能とし、柔軟
なネットワークを構築するものです。例え
ば、データの流れ（フロー）を自動で制御
することができます。しかし SDN ではコ
ントロールを行う前に、ネットワーク機器
にコントロール用のアドレスが設定されて
いる必要があり、これまでは SDN ネット

ワーク構築時に手動でアドレス設定を行う
必要がありました。

■HANA 技術の研究開発

　ネットワーク自動構築を実現するた
め、当研究室は、階層的・自動的にIPv4
や IPv6などの IP アドレスを割り当てる
技術として HANAを研究開発してきまし
た。これまでの DHCP での自動アドレス
割当てはパソコンやスマートフォンなど
の末端の機器にのみ対応していましたが、
HANAはネットワーク機器に対してもIP
アドレスを自動で割り当てることができ
ます。HANAを用いることで、ネットワー
ク構成変更などを容易に行うことができ、
ネットワーク運用管理の柔軟性が向上し
ます。
　企業網等の構築に利用されるレイヤ3 
スイッチ（L3スイッチ）をHANAプロト
コルに対応させれば、コア（中心）のス
イッチにのみIPアドレスを設定するだけ

ネットワークをつくる
N e t w o r k  A r c h it e c t u r e

ネ

藤川 賢治（ふじかわ けんじ）

光ネットワーク研究所
ネットワークアーキテクチャ研究室 
主任研究員

大学院修了後、1997年京都大学大学院助
手、2006年ルート株式会社主任研究員を
経て、2008年NICTに入所。新世代ネット
ワークアーキテクチャに関する研究に従
事。
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図2	 HANA対応L3スイッチ

で、ネットワーク全体のIPアドレスが設
定できます。コアスイッチのそれぞれの
ポートや、残りのスイッチのポートには
自動でIPアドレスが設定されます（図1）。 
PC1,000台規模のL3ネットワークでは、
従来まで100箇所程度のアドレス設定が
必要だったものが、1箇所で済むように
なり、アドレスの設定項目は100分の1に
削減されます。
　当研究室は協力企業と連携し、ネット
ワーク機器にIPアドレスを自動で割り当
てる仕組みHANAを、L3スイッチとして
は最も普及している規模のハードウェア
機器に組み込んでいます（図2）。従来の
実験用PCにおけるソフトウェアでは8ポー
ト×各2Gbpsの性能だったものが、ハー
ドウェア化により48ポート×各10Gbps
の性能で HANA が利用できます。HANA
対応L3スイッチを利用すると、ネットワー
クのコアとなる1台のL3スイッチにIPア
ドレスを設定するだけで、それ以外のす
べての L3スイッチや PC などに自動で IP
アドレスが設定されます。HANA を利用
することで、ネットワーク管理者の作業
時間の大幅な短縮やネットワーク設定の
人為的なミスによるネットワーク停止が
避けられることから、稼働率が高いネッ

トワークを構築できます。本L3スイッチ
はNICT本部5号館に導入されており試験
運用中です。

■HANAによる 
	 SDNネットワーク自動構築

　SDNによりネットワークのフローの自動
制御ができるようになりますが、SDNネッ
トワークの構築には、人手によるネット
ワーク機器ごとの IP アドレスの割当ての
設計と設定が必要です。管理者は設計時に
ネットワーク保全管理表を作成し、保全管
理表を元にネットワーク機器を管理します

（図3）。この作業は人為的ミスを引き起こ
し易いものとなっています。また接続の変
更があると、同じ作業をもう一度行う必要
があります。
　SDNネットワーク構築にHANAを利用す
ることで、IPアドレス設計と設定は自動化
され、保全管理表も同時に自動作成されま
す。SDNコントローラは、HANAで自動割
当てされた IP アドレスを元にフローの制
御等を行います。HANAによるSDNネット
ワークの自動構築により、迅速にSDNネッ
トワークサービスを提供することができま
す。またネットワーク管理者の負担が軽減

され、また IP アドレス設定に関わる人為
的ミスも防ぐことができます。

■今後の展望

　SDNによって、今後、より多くのネット
ワークがサービスごとに動的に構築される
と考えられます。HANAはそれらのネット
ワークの自動構築に貢献します。
　NICTでもResearch Infrastructure for large-
Scale network Environment（RISE）やJapan-
wide Orchestrated Smart/Sensor Environment

（JOSE）など、実験ネットワークとして、
サービスごとに動的に構築可能なSDNネッ
トワークを提供しています。これらのネッ
トワークにHANAを組み込み、SDNネット
ワークを自動構築することで、HANAの有
効性を検証し、社会展開していきます。

図3	 HANA によるSDNネットワーク自動構築
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　NICTは、YRP研究開発推進協会及びYRPアカデミア交流ネッ

トワークと共同で、「ワイヤレス・テクノロジー・パーク（以

下、WTP）2015」（2015年5月27～29日、東京ビッグサイト）

を開催しました。

　WTPは、最先端のワイヤレス技術を発表する「展示会」、

無線通信のトレンドに焦点を当てた「セミナー」、及び大

学研究室の研究発表の場である「アカデミアセッション」

で構成される、無線技術の研究開発の専門イベントです。

開催10回目を数える今年は『ワイヤレス技術で社会イノベー

ション』をメインテーマとし、来場者数は約45,000人と大

盛況でした。

　展示では約120機関の出展があり、中でも第5世代携帯

電話関連の最新技術は来場者の高い関心を集めました。

企画展示では、ITS（高度道路交通システム）パビリオン

で7機関、また、「測位・位置情報の最新技術—準天頂衛

星・屋内測位・そしてその利用—」パビリオンで18機関

の出展があった他、地域ICT利活用コーナー、産学連携コー

ナー、及び歴史展示コーナーも好評を博しました。

　NICTは、実社会での利用が期待できる最新の研究成果

として、テレビ帯ホワイトスペースLTEシステムの英国に

おける実験、シート媒体通信、フェーズドアレイ気象レー

ダとソーシャルデータでゲリラ豪雨災害対策、多言語音

声翻訳アプリVoiceTra4Uなど15件を出展しました。

　テーマ別に26コースからなるセミナーでは、産学官の

専門家による計125件の講演が行われました。NICTは、

「NICTセッション—NICTのワイヤレス研究の最新動向—」

及び「ソーシャルICT—様々な社会的課題を解決する

ICT—」等、計11件の講演を行いました。

　来年は更に内容を充実させ、参加者の皆様に満足いた

だけるイベントとして開催できるよう一層努めてまいり

ます。

ワイヤレス・テクノロジー・パーク2015開催報告
ワイヤレスネットワーク研究所 企画室

「NICTセッション—NICTのワイヤレス研究の最新動向—」の様子

多言語音声翻訳アプリ「VoiceTra4U」の説明を受ける高島宗一郎福岡市長
（写真中央）

多数の来場者で賑わうNICTブース
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Interop Tokyo 2015 出展報告

　NICTは、2015年6月10～12日に幕張メッセ（千葉市）で開催された、

ネットワーク技術関連の専門イベントであるInterop Tokyo 2015に

出展しました。「ビッグデータ時代を拓く新世代ネットワーク技術」

をテーマに、新世代ネットワーク技術、テストベッド技術、ネット

ワークセキュリティ技術に関する研究成果に関して、展示を行い、

大勢の方にご覧いただきました。また、展示ブースの一角では、最

新のネットワーク技術やネットワークセキュリティ技術に関するミ

ニ講演会を行い、通路にあふれるほどの方に聴講いただくなど大盛

況で、これら技術への関心の高さが窺われました。

　また、「平成26年度起業家万博」で発表したベンチャー企業に対

して出展の場を提供し、来場者とのビジネスマッチングが図られました。

● IoT 時代に向けたマルチテナント SDN
サービスを構成する機器・ネットワークへ要求する機能（ルーティングやセキュ

リティ基準）が異なるサービスを個々のテナントとし、エッジサービスにまで

及ぶ複数のテナントを素早く収容するネットワークやIoT基盤等のインフラ共

通管理基盤を効率的に構築するマルチテナントSDN構築技術について紹介し

ました。

●平成26年度起業家万博発表ベンチャー企業の事業
2015年3月4日に開催した「平成26年度起業家万博」で発表したベンチャー企

業のうち６社が、事業及び新サービス等の紹介を行いました。

NICTERのミニ講演会の様子

展示内容

●インシデント分析センターNICTER
ネットワーク上で発生するサイバー攻撃を実時間で高精度に分析するNICTER

及びそのスピンアウト技術であるNIRVANA、DAEDALUS、NIRVANA改、及び

機能強化されたNIRVANA改のデモ展示を行いました。
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Awards
　Active Media Technology 2014 (AMT2014)は、Web上のデー
タやセンサデータを活用する技術に関する国際会議です。54
の採択論文から1件のみ選ばれる本賞に選ばれたことを大変嬉
しく思います。我々の研究は、東日本大震災時に投稿された
数千万件のツイートに含まれている誤情報を、それを訂正す
る表現を手がかりにして抽出するというものです。東北大学
との共同研究の成果の1つであり、今後より一層の努力を続け
る所存です。

水野 淳太（みずの じゅんた） / ユニバーサルコミュニケーション研究所 情報分析研究室 研究員
鍋島 啓太、岡崎 直観、乾 健太郎 （東北大学大学院情報科学研究科）

The 2014 Web Intelligence Congress
AMT 2014 BEST PAPER AWARD

（2014/8/13 受賞）

論文名「Mining False Information on Twitter for a 
Major Disaster Situation」

是津 耕司（ぜっつ こうじ） / ユニバーサルコミュニケーション研究所 情報利活用基盤研究室 室長

日本データベース学会
若手功績賞	 （2015/3/3 受賞）

データベース等の研究分野における優れた実績お
よび日本データベース学会活動への多大なる貢献

　この度は日本データベース学会若手功績賞をいただき、大
変光栄に存じます。ビッグ＆オープンデータな時代の要請に
応えるべく、今後も学会とNICTのシナジー効果を生み出せる
よう活動していきたいと思います。これまでご支援いただき
ました皆様に、心から感謝申し上げます。

左から	 喜連川優 日本データベース学会理事、
是津 耕司

一般社団法人 情報処理学会
情報処理学会論文誌ジャーナル
特選論文	 （2015/3/15  受賞）

論文名「DNSアンプ攻撃の事前対策へ向けたDNS
ハニーポットとダークネットの相関分析」

　本論文では、DNSアンプ攻撃と呼ばれるDoS攻撃に関す
る分析を行い、攻撃の事前対策・早期対策の可能性を示し
ました。本論文は、2014年暗号と情報セキュリティシンポ
ジウム（SCIS）に投稿した研究成果を更に発展させ、情報
処理学会の論文誌に投稿したものです。SCISでの論文賞に
続き、情報処理学会の論文誌においてもこのような栄誉あ
る賞を頂けたことを誇りに思います。本受賞に際しご支援
をいただいた方々に深く感謝致します。

牧田 大佑（まきた だいすけ） / サイバー攻撃対策総合研究センター サイバー防御戦術研究室 研究員
中里 純二（なかざと じゅんじ） / ネットワークセキュリティ研究所 サイバーセキュリティ研究室 研究員
井上 大介（いのうえ だいすけ） / ネットワークセキュリティ研究所 サイバーセキュリティ研究室 室長
吉岡 克成（横浜国立大学）、松本 勉（横浜国立大学）、島村 隼平（株式会社クルウィット）

言語処理学会
2014年度最優秀論文賞

（2015/3/18 受賞）

論文名「日本語文章に対する述語項構造アノテー
ション仕様の考察」

　この研究は、文を越えた日本語の処理で必須となる主語等の
省略補完といった文脈処理の問題、動詞等の述語とその項（名
詞句）との関係を同定する述語項構造解析の問題の2つをどのよ
うに定式化し、評価・学習用のデータを作成すべきかを議論し
たものであり、2014年に言語処理学会の論文誌に投稿された論
文の中から最も優れたものとして選出されました。この受賞を
励みに、今後も言語処理技術の高度化に貢献したいと考えてお
ります。

飯田 龍（いいだ りゅう） / ユニバーサルコミュニケーション研究所 情報分析研究室 主任研究員
藤田 篤（ふじた あつし） / ユニバーサルコミュニケーション研究所 多言語翻訳研究室 主任研究員
松林 優一郎（東北大学）、笹野 遼平（東京工業大学）、横野 光（国立情報学研究所）、松吉 俊（山梨大学）、宮尾 祐介（国立情報学研究所）、乾 健太郎（東北大学）

左から	 鍋島啓太、水野淳太

左から	 井上大介、牧田大佑、中里純二

左から	 飯田龍、藤田篤
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上口 貴志（うえぐち たかし） / 脳情報通信融合研究センター 脳機能計測研究室 主任研究員

　超高磁場MRIは、従来機に比べて高い信号計測感度をもつこと
から、脳機能計測における空間的精度の向上が期待されています。
しかし、生命活動に伴う種々のノイズに対しても感度が高まるため、
それらをいかに抑制するかが重要な課題となります。本研究は、
血管の拍動に由来するノイズの低減を目指すもので、その成果が
高く評価されたことを大変うれしく光栄に思います。本研究をご
支援くださった方々に深く感謝申し上げます。

一般社団法人 日本医学物理学会
第109回日本医学物理学会学術大会	
大会長賞	 （2015/4/19 受賞）

心拍同期下超高磁場fMRIにおける高精度かつロバ
ストなT1補正法の開発

左から	 津川卓也、小田木洋子、市川浩樹

津川 卓也（つがわ たくや） / 経営企画部 企画戦略室 プランニングマネージャー
齊藤 昭則（京都大学）（筆頭者）、小田木 洋子（京都大学）、市川 浩樹（愛媛大学）、西 憲敬（福岡大学）

　デジタル立体地球儀「ダジック・アース」は、地球や
惑星、宇宙天気等に関する科学や最新研究を、学校や家
庭でも手軽に楽しめるように、立体的かつ動的に表示す
るプロジェクトです。大型展示システムの開発等で本プ
ロジェクト開始当初から参画し、NICT内外の展示イベン
トや出張授業等アウトリーチで活用してきました。この
ような活動が評価され大変嬉しく思います。これまでご
支援ご賛同いただいた関係者の皆様に深く感謝申し上げ
ます。

文部科学大臣表彰 科学技術賞
（理解増進部門）	 （2015/4/15 受賞）

デジタル立体地球儀を用いた地球惑星科学の理解
増進

　電力中央研究所と共同で、非金属材料の表面の粗さを、テ
ラヘルツ波の実効反射率に基づいて計測できる可能性を示し
ました。今後、火力発電用ガスタービン翼の遮熱コーティン
グの非破壊検査に適用することで、熱伝達率の計算精度の向
上が期待されます。本研究を進めるにあたり、ご協力をいた
だきました関係各位に感謝申し上げます。

The Institute of Industrial Applications 
Engineers
Best Paper Award, The 3rd 
International Conference on 
Industrial Application Engineering

（2015/3/31 受賞）

論文名「Surface Roughness Measurement Using 
Terahertz Waves」

水野 麻弥（みずの まや） / 電磁波計測研究所 電磁環境研究室 主任研究員
福永 香（ふくなが かおり） / 電磁波計測研究所 電磁環境研究室 研究マネージャー
福地 哲生、布施 則一（電力中央研究所）

左から	 原井洋明、品田聡、古川英昭

公益財団法人 新技術開発財団
市村学術賞功績賞　 （2015/4/23 受賞）
光パケット・光パス統合ノード装置の研究開発

　受賞業績となった本研究開発は、通信路共有で資源効率
が良い光パケットと、通信路占有で高品質を得る光パスを
同時に提供する光パケット・光パス統合ノード装置によって、
様々なコンテンツの光交換処理を行い、低消費電力化と通
信資源利用の効率化を実現するものです。本受賞にあたり、
ご協力頂きました企業・大学等の関係機関の皆様とNICTの
同僚に深く感謝申し上げます。今後より一層、本分野の発
展に貢献してまいります。

品田 聡（しなだ さとし） / 総務省 情報通信国際戦略局 技術政策課 研究推進室 課長補佐
原井 洋明（はらい ひろあき） / 光ネットワーク研究所 ネットワークアーキテクチャ研究室 室長
古川 英昭（ふるかわ ひであき） / 光ネットワーク研究所 ネットワークアーキテクチャ研究室 主任研究員

左から	 福永香、水野麻弥
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NICTオープンハウス2015
2015年10月22日（木）・23日（金）　9:30～17:00（23日は16:30まで）

NICTでは、最新の研究成果を講演、ラボツアー、デモンストレーション、
パネル展示でご紹介する「NICTオープンハウス2015」を開催します。
※詳しくは後日公開する専用Webサイトでご確認ください。

会場：	情報通信研究機構 本部
	 〒184-8795 東京都小金井市貫井北町4-2-1
お問い合わせ：
	 情報通信研究機構 広報部
	 「NICTオープンハウス2015」事務局
	 TEL: 042-327-5322
	 E-mail: open-house@ml.nict.go.jp

オープニングセレモニー 講演会

ラボツアー

10月22日（木）10:00〜 （無料・事前申込不要）
10月22日（木）午後 / 10月23日（金）午前・午後
 （無料・事前申込不要）

■特別講演
　徳田 英幸
　慶應義塾大学 環境情報学部 教授

■ NICT の研究者が最新の研究成果について講演
します。

■研究施設見学（ラボツアー）により、最新の研究活動をご紹介します。

Aコース | 最先端光半導体デバイス作製環境（クリーンルーム）
Bコース | 電子ホログラフィ立体映像表示
Cコース | 目で見るサイエンスビッグデータ
Dコース | テラヘルツ波送受信システム：未開拓周波数電波の利用研究
Eコース | 衛星との光通信を可能にする望遠鏡

Aコース

技術展示

10月22日（木）・23日（金）
（無料・事前申込不要）

■最新の研究成果について、
	 多数のデモ・パネル展示を行います。

Bコース Cコース Dコース

Eコース

事前申込制 10月22日（木）・23日（金）（無料）


